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学校を離脱した子どもの社会的自立とリテラシー
―元「非行少年」たちの語りから―
松 下 一 世
Literacy for Social Independence of Children who Left School












































J. Fac. Edu. Saga Univ.



































































年齢 性別 Ｔ塾に入所の経緯 Ｔ塾での現在












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































松 下 一 世42
将来設計力
対人コミュニケーション能力
人間としての尊厳を取り戻す教育的営み
社　会　的　自　立
自律的な生活の力 読み書き能力
の主要なものであっても、単独では身につかない
ものであることが明らかになった。自律的な生活
の力や将来設計力と相互に関連する中で「自立」
に必要なリテラシーとして機能していく。
それを成功させているのは、Ｔ塾での支援であ
り、エンパワメントアプローチのひとつと言えよ
う。
子どもたちは、Ｔ塾のＫおよびスタッフとの出
会いの中で変容を遂げている。だが、現実には、
Ｔ塾のような居場所をみつけることができず、支
援の手を差し伸べられることもなく、おとなに
なっていく子どもも多いだろう５。
こうした教育的営みを他の支援にも広げていく
ためには、Ｔ塾での支援のあり方にもう少し注目
する必要がある。彼らの「語り」から照射される
教育的営みは多くを示唆している。次稿では、支
援する側の語りからその内実を明らかにしていき
たい。
１ ここでいう社会的自立とは、職業的自立、家庭的自立
を指している。
２ 本調査は、部落解放人権研究所の「若年者の生活・リ
テラシー調査研究会」として2011年度より共同調査とし
て発足、2013年度から「社会的困難を有する若年者のリ
テラシー実態とその支援に関する実証的研究」（岩槻知
也代表）として、科研費助成を受けている。
３ Ｔ塾は、2002年の暴走族解散からボランティア団体の
結成を起源に2005年に設立。保護者や青少年の相談や自
立を支援し、2008年から NPO 法人へ移行。2009年から
は法務大臣より更生保護法に基づく継続保護事業経営の
認可を受けている。理事長であるＫは、教育相談や講演
活動を全国各地で行っている。施設の入所者も全国各地
から来ており、常時10〜20人はいる。
４ リテラシー概念の広がりは、社会的自立をどうとらえ
るかということとも密接に関連しており、たとえば本田
（2004）は、「自立」に必要な指標として「家事スキル」、
「テクニカル・スキル」、「メンタル・スキル」という３
つの側面に注目した。批判的リテラシーの立場では、批
判的思考力や社会参画の行動を指標としており、多義で
ある。本調査においても、結婚や地域参加、人間関係、
多面的な側面から質問した。
５ 支援団体も近年増えてはいる。入所施設ではなくと
も、様々な公的・民間機関が、非行・不登校の子ども・
若者たちのための居場所づくりを行っている。NPOに
よる不登校の子どもたちのフリースペースをはじめ、自
主夜間中学校、内閣府による「子ども・若者ビジョン」
に基づいた様々な支援事業もある。警察による非行や不
登校などで悩みを抱える少年たちが心を開ける場所づく
り活動もある。今後は調査対象を広げる予定である。
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